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東 書 

保体 701 新しい保健体育 

・「見つける→学習課題→課題の解決→広げる」と

学習の流れが明確になっており、生徒が見通し

をもって学習に取り組むことができ、主体的・

対話的な学びとなるように工夫されている。 

・毎時間の学習のキーワードが示されており、学

習の課題がわかりやすい。また巻末にそのキー

ワードの解説があり、活用しやすい。 

・ＷＥＢサイト参考資料として、ＱＲコードによ

り、深い学びができるよう工夫されている。そ

の内容も独自の編集で充実している。P42「リ

ラクセーションの方法」の動画は、教科書に沿

った内容になっておりたいへんわかりやすい。 

・章末資料では各章に関連した資料を用い、より

学習を深めることができる。「学習のまとめ」で

復習ポイントがまとめられており、振り返り学

習等配慮されている。 

・P70～71、自然災害の写真が小さく、地震のみ

の資料にとらえてしまう。章末資料のさまざま

な自然災害、台風や大雨、竜巻、落雷、火山噴

火などの扱いがあれば、さらに興味関心を引き

やすい。 

・P81では、実習資料「心肺蘇生の方法」につい

てはイラスト・写真などで見やすく、理解しや

すい。 

・P132「熱中症の予防と手当」では、図解入りで

わかりやすく表現、説明されている。また、応

急手当の手順もフローチャートで示しており、

見やすく、理解しやすい。 

・全体的にイラストやグラフが多くて、本文での

説明が少ない。 

・P21資料３では発育曲線のそれぞれの型の解説

がされており、大変わかりやすい。しかし、「各

器官の発育の仕方」のグラフ掲載では、「スキャ

モン」の名称がない。 



４ 

 

大日本 

保体 702 中学校保健体育 

・左ページが本文、右ページが資料という紙面構成

でたいへん見やすいが、説明文量など内容的に少

し物足りなさを感じる。各小単元には「学習のね

らい」、「つかもう」→「話し合ってみよう」→

「活用して深めよう」など、学習活動の流れがわ

かりやすく、学びをより深める工夫がされてい

る。 

・章ごとに「学びを活かそう」を設定しており、そ

れぞれの考えを書いたり、グループで話し合った

ことをまとめたりする欄がある。主体的・対話的

な活動につなげることができる。また、「学習のま

とめ」で復習ポイントがまとめられており、理解

しやすい。 

・P36～P37資料９の「生命の誕生」では受精から

誕生までの成長過程が写真などの説明でわかりや

すい。 

・P57「運動やスポーツが心身や社会に及ぼす効

果」の資料１では、体力３要素（調整力・持久

力・筋力）の年間発達量の変化を色分けグラフで

表し、中学生期に発達する力がわかりやすく示さ

れている。 

・P62～67「安全な運動やスポーツの行い方」章末

資料では、運動やスポーツの技術と学び方の例

で、各領域、競技の特徴がまとめられ理解しやす

い資料である。 

・P75資料３、グラフ「日本人のがんの原因」で

「感染」の割合が示されているが、その説明や補

足資料がほとんどなく、混乱を招くと思われる。 

・第４章「傷害の防止」においては、イラスト等を

使用することで、けがや交通事故の要因を理解し

やすくなっている。P98～「自然災害」の例でも

多くの写真等が使われており、災害の恐ろしさが

伝わる内容になっている。 

・P106「心肺蘇生法」では、心肺蘇生法の流れや方

法をフローチャートや写真で確認でき、理解しや

すくなっている。また、ＡＥＤの活用についても

同様である。 

・ＷＥＢサイトで「まとめの問題」などが準備さ

れ、家庭や学校でプリントアウトしていつでも手

軽に活用することができる。各ＨＰ等につながり

専門的な内容で情報量も多い。授業で使用する場

合は情報を精選する必要があり使いにくい。 

・全体的に資料の文字が小さく見づらい。 

・第５章「健康な生活と病気の予防」P135の資料４

「侵入してきた病原体などから体を守る仕組み」

であるが、リンパ球の名称が載っていない。 
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大修館 

保体 703 最新 中学校保健体育 

・学年や題ごとに色合いを変えており、たいへん

使いやすい構成になっている。全体的に写真や

イラスト、図表など多く活用し、見やすい内容

となっている。 

・各項目のおわりに「学習のまとめ」が設けられ

ており、自ら考え・判断し・表現する力の定着

を図れるよう工夫されている。 

・各章の最後には、「章のまとめ」のページが設け

られている。確認問題があり、学習の振り返り

がしやすい内容となっている。 

・ＷＥＢサイト参考資料として、ＱＲコードによ

り、関連しているＨＰ等につながるようになっ

ている。専門的な内容で情報量も多くわかりや

すく、関心・意欲の向上につながる。授業で使

用する場合、精選する必要がある。 

・口絵７で持続可能な社会に向けて、２０３０年

までに達成をめざす「ＳＤＧｓ」を中学生の保

健体育の学習と関連付けて、写真やイラストで

わかりやすく取り上げており、身近な問題とし

て考えられるよう工夫されている。 

・P24「休養・睡眠と健康」では関連事項として

P60「運動やスポーツの体と心への効果」を示

し、体育分野との関連が図られている。 

・P44「自己形成」資料①で、ジョハリの窓を用

いた自己認知の資料を紹介し、新たな自分に気

づいたり、考えたりすることができるようにな

っている。 

・P50「ストレスへの対処の仕方」では、実際に

体を動かして身につける内容を「実習リラクセ

ーションの方法」として掲載し、イラストと説

明文でわかりやすく解説している。 

・P62では、学習指導要領でも重視されている

「体つくり運動」の学習を通して、体力を高め

る必要性をイラストなどでわかりやすく説明し

ている 

・主体的、対話的で深い学びのために、P62、P68

～の「クローズアップ」や「特集資料」で本文

の内容をさらに詳しく知ることができる。 

・コラム欄が設けられ、学習内容と実生活とが関

連した興味ある読み物資料が載っている。P139

「感染症の予防」での「マスクはなぜつけ

る？」が、現在の状況や生活と結びついてお

り、その効果や方法など、わかりやすく解説さ

れている。 

・P106「自然災害」では写真等が小さく、災害の

恐ろしさが伝わりにくい。 

 



２２４ 

 

学 研 

保体 704 中学保健体育 

・表紙イラストが一見、保健体育らしくないが、

若者や高齢者、車椅子の人などが描かれてお

り、共生や健康生活について考える教科だとい

うイメージがわきやすい。 

・全体的に写真やイラスト、図表など多く活用し

バランスがよく見やすい内容となっている。 

・各項目で「課題をつかむ」「考える・調べる」で

実践的に内容を理解できるように工夫されてい

る。また、「まとめる・深める」の項目で、課題

解決に向けて自分の考えをまとめたり、グルー

プで話し合ったりしながら、思考・判断・表現

力を養うことができるよう配慮されている。 

・P33「食生活と健康」資料①～③では、１日の

エネルギー摂取量の目安と身近な食品のエネル

ギー量、運動で消費されるエネルギー量が書か

れており、対比しながら考えられるよう工夫さ

れ、実生活に活かせる資料となっている。 

・P38ではアレルギーについて説明されており、

アレルゲンやその症状、食品の表示例など実生

活に即した内容でわかりやすい。 

・P53「性とどう向き合うか」では、現在、社会

問題になっているＳＮＳを取り上げ、人権・道

徳教育とも関連付けた内容となっている。ま

た、「まとめる・深める」では、「どう対処すれ

ばよいか」など、身近で具体的な問いがあり、

生徒が自分の事として考えられるようになって

いる。 

・P60～P67「欲求不満やストレスへの対処」で

は、「実習」や「探究しようよ」などのコーナー

でイラスト等が多く使われており、わかりやす

い内容となっている。 

・体育編第３章、文化としてのスポーツでは特に

P142～「オリンピック・パラリンピック」をイ

ラスト・写真・図表を取り入れ詳しく紹介して

いる。 

・P148では、探究４で「ＳＤＧｓ」を紹介し、持

続可能な社会に向けて、スポーツとのかかわり

方と関連付けて、写真やイラストを交え、身近

な問題として考えられるよう工夫されている。 

・ＷＥＢサイト参考資料として、ＱＲコードによ

り、各ＨＰ等につながり専門的な内容で情報量

も多い。家庭で活用する場合、関心・意欲の向

上につながるが、授業で使用する場合は情報を

精選する必要があり、使いにくい部分がある。 

・全体的に黒太文字で強調されるキーワードが少

ない。 

 


